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1緒　　論
　筋肉の構造i蛋白であるMyosin，　Actomyosinの
酵素化学的研究は1939年V．A．　Engelhardt，　M．．
N．　Ljubimovai）による“Myosin”acee－ATPaseの発
見以來，多くの研究者によって各方面に発展し，
実験的に幾多の事実が解明された。
　吾々もまたMyosin及びAc亡omyosinのATPase
活性度の分析，殊にAρtinめ介在による影響につ
いて研究せんとし，A．　Szent－Gyδrgyi2）法によって
抽出せる結品Myosinについて実験を行ったとこ
ろ，A’「pの末端燐酸基以上を分解する傾向が見ら
れ，Myosin中にH．　M．　Kalckar3）のV・うMyo－
kinaseの混在が疑われたので，先ず結品Myosin
の抽出について2，3の方法を試み，その結果得た
MyosinについてMyokinaseの有無に関する
Myosinの純檸性をATPaseの面から槍瀕した。
　　　　　　　　II実瞼方法
A）実瞼材料
　　a）Myosin溶液：家兎筋肉より抽出
　①A．Szent－Gy6rgyi旧法2）によるMyosin　；10．5　mg／
　　　cc　O．6　M－KCI溶液
　②A．Szent－Gy6rgyi新法4）によるMyosin：10．5　mgl
　　　cc　O．6　M－K：Cl溶液　　　　　　　　　　、
　③洗口Myosin：7．05　mg／ce　o．6　M－KICI溶液：
　A．Szent－Gy6rgyi新法で抽出した拮品Myosinを更に
洗務，沈澱する事によって精製した。即ち，結晶Myosin
を0・025．M－K：Cl溶液で洗i悠・沈澱を数回繰返し，沈澄を
KCI儂度0．6　Mとなる様に溶解し，遠心沈降で不溶分を除
き，再びKCI濃度を0．025　Mに稀釈して遠沈，尊量の】．2
M－KC1を加えて溶解した。以上の操作はすべて低温にお
いて行った。　　　．
　A．SZent－Gy6rgyi　i新法で手暑・た結品Myosin及びこれを
洗1條精製したMyosin③にPancreatinを終濃度L7　mg／
ce，　o．66　mg／cc，　o．33　mg／ccの割合に加え，Veronal－acetate
buffer溶液を用いてpHを7．3とし，1夜0℃に放置し
て24時聞後使用に供した。
　各酵素液の蛋白濃度はMicro－Kjeldahl法でfactor　6．25
として測定：した。
　ec一）本研究費の一部は，北海道綜合開発局よりの科学研究
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aceej氏等のMyosinは今日の見地がらすれば，　Actinの幾
　　許かを含むActomyosiηと考えちれる。
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　　b）ATP溶液；2．4mg／cc（137γ／c’c：水解一・P）
　家兎筋肉よりA．Szent－Gy6rgyi法1）で抽出，　Na塩と
して使用した。
　　c）　Buffer溶液
　Michaelis’　Veronal－acetate　buffer　“15’irh，　pH＝6．88，
P耳はBeckman’Glass’electrodeで測定した詳
B）実瞼：方法
　ATP溶液：2．4mg／cc溶液α5　ce（終濃度10－3M）
Myosin溶液：一濃度1．75mg／cc
激：1盤雛；1劉；：：：職畢磐灘
　③洗1條Myosin：7．05mg／cd容液の0．38　ccを用いた
　④Trypsin処理Myosin
　　a）②＋Pancreatin：7．05　mg／cc溶日夜の0．38　ccを用
　　　　いた
　　b）③＋Pancreatin：5．3　mg／cc溶矛夜の。・5　cc．を用v・
　　　　た
Buffer溶液：pH＝6．S8のVeronal－acetate　Buffer溶液
0．5ccを用いた。
KCI　：　o．13　M
　上記組威の反慮液（総量1．5cc）を37．50Cで2時間叉は
3時問まで温浴し，一定時間後トリクロール酷酸3。5cc
（終濃度5％）を加えて反態を」F一め，濾過，中和し，濾液1
ccについてその含有する遊離燐をBodansky法5）により
呈色せしめ，Pulfricb－stufenpho七〇meterでFilter　S－72，
液暦1．Ocmにおいて比色定量した。
III実駿成績
上記の方法で実験を行い，第1表に示す如き成績を得た。
これを図示すれば第1図の如くなる。
IV　総括並びに考按
　以上の成績に基づき2，3の考察を試みる。
　　1）結晶Myosipの不純性
　二二Myosinの有するATPaseはATPの末端
燐酸基のみを分解するといわれ2），このMyosinは
純粋：な結晶としてA．Szent－Gyδrgyi2）によって抽
出された。
　しかし乍らW．EH．M．Mommaerts6），0．　Snellman
＆T．Erd6s7），　H．H．　Weber8）等によれば，このMyosin
は更に幾つかの椿成分を含むといわれる。
　また1．Banga，　F．　Guba＆A．　Szent－Gyδrgyi9）等
によればMyosinは推論上6つの蛋白質様物質に
分けられるとV・われた。当時彼等がこの蛋白質様
．物質に名付けたProtinなる名称は現在ではその
実在性は否定されているが，Myosinがなお幾つ
かの椿成分を含む事は考えられる事である。
　吾々の実験におV・てもA・Szent－Gyδrgyi法で抽
出したMyosinは前記曲線①，②に示す如く，ユ0
～30分で水解一Pの50％を分解し，更にその後時
間の経過と共に：分解度を増加する傾向が見られ
た。この事はMyosin中にH・M・K：alckarのい．う
Myokinaseが存在する事を思わせる。
　從來Myosin－ATPaseに関する研究は少くなV・。
しかしそこには意見の一致を見ない或いは未解決
の問題が多い。例えばMyosin－ATPaseとActomyo－
sin－ATPas　eの質的差異（A・Szent－Gyδrgyi2）・4），　W．　E
H・　M．　MommaertsiO），　1．　Braverm4nii），　etc．），　ATPase
活性度とIon及びpH等の関係，或V・はMyosinと
ATPaseの異同etc・の問題がそれである。かかる
問題を論ずるに当り，ATPaseとしてのMyosin
の純粋性がその前提であるべきは論をまたなV・。
以上の成績から明かな如く，A．　Szent－Gyδrgyiの
治罰Myosinは酵素化学的に決して純粋ではない。
從って從來の諸研究に見る見解の不一致は一部か
かる不純な標本の使用に起因するものと考え．られ
る，
　　2）結晶Myosinの純化
　上述の如くMyosinの純化は，そのATPase活
性度に関する研究に当り極めて重要な事であって，
これに対し現在各種の試みがなされてV・る。種々
の爽雅物の中で吾々が問題として取上げたMyo一
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kinaseに関しては從來訣の如き知見がある。即ち
S．V．　Perry12）はTrypsin処理を行ったMyosinは，
物理的性質（殊にActinとの相互作用）におV・て
変化が見られるが，ATPaSe活性度は不変である
といV・，同様の事がA．Lajtha13），　G．　Gergelyi4）によ
つてもいわれている。
　また渡辺氏等15）によれば，Myosin－Bを刑いた
実験においてATPは末端燐酸基以上に分解され
たが，この傾向は酵素を洗漁する事によって失わ
れたといわれる。
　これ等の事実はすべて吾々の実験結果と一致し，
これを裏付けるものである。即ち，洗瀞効果に対
する渡辺氏等の成績は，酵素としてMyosin一一Bと
結晶Myosinとの差はあるが，本質的には同じ結
果を示すものと考えられる。（第1図曲線④）
　またTrypsin処珈におv・ても吾々の結果はS・
V・PerryのV・う所とよく一致している。即ち，
Trypsin処理Myosinによる吾々の実験において，
ATPase活性度ばTrypsin処理前のそれとほぼ等
しく，且つまたMyokinaseが存在・しなV・と思われ
る洗際一Myosinは，　Trypsin処理の有無に拘わら一歩
そのATPase活性度ぽ不変であった。（前記曲線
③，・④）～二の事はTrypslnがMyokinaseに：対し
てのみ弧く作用し，MyosinのATPaseはこれに
対して安定である事を示すものと考えられる。し
かし乍らこのATPase活性度はTrypsinの作♪lj蒔
間が余りに長くなれば（例えば3日以上）次第に減
少する傾向が見られた。
　上述の事実より結品Myosin中に混在するMyo－
kinaseは洗溝及びTrypsin処理によって除去しう
る事，且つこれ等の処理によってATPase活性度
は障害されぬ事が明かとなった。
　以上吾々はMyosinの純粋性を・Myokinaseの有
無という点から検討した。しかし乍らこの事から
Myosinの純粋性のすべてについて，またS．　V．
Perryゴ　G．　Gergely，　A↓ajtha等のV・う如く，　Myosin
とATPaseの異同性を云々する事は早計で，この
口的の爲には更に物理化学的な槍索が必要であろ
うと考える。
V結　　論
　A．Szent－GyδrZyi法によって抽出した結晶Myo－
sinは旧法，新法共にMyokinaseを含むが，これ
は洗1條及びTrypsin処理によって除去する事が可
能である。
　　　　　　　　　　　　　　　（27．11．4受付）
Summary
　　Crystalltne－myosin，　prepared　by　A．　Szent－GyUrgyi’s　method　（both　old　and　new　method），　is
contaminated　with　myokinase，　but　this　can　removed　by　repeated　washing　or　treatment　with　trypsin
without　destroying　its　ATPase　activity．
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